
　私たち乳腺科部は、13名のスタッフで診療しています。うち女性医師が10名です。乳がんは、2014年の日本人における

統計では約 7 万 6 千人が罹患し、女性のなかで最も多くを占め、30歳代から増加傾向、40歳代後半から50歳代前半でピー

クを迎えることが特徴のひとつです。乳腺疾患は、乳がんのほか、良性腫瘍、炎症等もあり、自覚症状や検診後の要精査を

含めると多くの患者さんが外来を訪れます。当院では、年間約420-460人の乳がん患者さんが手術を受けられています。乳

がんの治療は日々進歩し、乳がんの個性に合わせた治療、個別化が進んでいます。治療計画を立てるにあたり、最初に病期

分類とサブタイプの同定を行い、患者さん個々に治療計画を立てます。多くの場合、手術治療、薬物治療（化学療法、分子

標的治療、ホルモン治療）、放射線治療を組み合わせて行います。手術において最近の傾

向としては、乳腺全摘術の場合、同時に自家組織（広背筋や腹直筋）を用いる再建術を

行う患者さんが増えています。薬物治療は、まさに個別化が進んでいる分野です。がん

細胞の特性に合わせて、分子標的治療など最新の標準治療を行い、その上で新たに有望

な治療薬（治験）の選択肢があれば、できる限り患者さんに提示しています。治験のほか、

新たな標準治療を切り拓くための臨床研究も多く行っています。遺伝の素因が強い乳が

んである、遺伝性乳癌卵巣癌症候群は、日本人乳がんの 5 -10%程度に認められます。現

在、再発乳がんの患者さんのうちこの遺伝子変異（BRCA）を有する場合、新たな分子標

的薬（PARP阻害剤）が保険で認められていますので、生殖細胞系列（生まれ持った遺伝子）

を検査する必要が出てきている、すなわち腫瘍（がん）をみるだけでなく、患者さん自

身の体質をみる必要が出てきています。そのため当院ではリスク評価センターを開設し、

専任の遺伝専門医と遺伝カウンセラーが常駐し、カウンセリングを通じて相談できる環

境を整えています。このように患者さんを輪の中心としたチームワークを重視し、看護

師や薬剤師、他の専門分野の医師（形成外科、整形外科、皮膚科、放射線治療部、遺伝

専門医、歯科口腔外科、等）と強く連携をしています。また本年 7 月には、岩田広治部

長兼副院長を会長として、第28回日本乳癌学会学術総会を地元愛知県で行います。’We 

can do -making better future-’として日本及びグローバルの患者さんのために将来に向け

て走り出します。皆で力を合わせて、最先端で安心・安全な医療を提供してまいりたい

と存じますので、どうぞ本年も宜しくお願い致します。� 医長　澤木　正孝

乳腺科部の紹介と最近の取り組み
病院　乳腺科部

　薬剤部は薬剤部長を始め33名の薬剤師を中心

に患者さんが薬による治療を安心して受けるこ

とができるよう、さまざまな取り組みを行ってい

ます。最近では、従来の抗がん薬とは異なる作用

を持つ「分子標的薬」と呼ばれる薬が注目され、

当院でも多くの患者さんに投与されています。薬

剤部では日々進歩している「がんの薬物療法」を

適切に受けていただくため、治療を受ける患者さ

んに薬の効果や副作用、日常生活の注意点などに

ついて分かりやすい説明に心掛けています。

薬剤部　　スタッフの紹介

写真：前列中央　梶田正樹（薬剤部長）とスタッフ一同

写真：岩田部長（写真中央）と
　　　スタッフ一同
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消化器内科、呼吸器内科、循環器科、血液･細胞療法科、薬物療法科、頭頸部外科、形成外科、呼吸器外科、乳腺科、
消化器外科、整形外科 ( サルコーマ外来 )、脳神経外科、泌尿器科、婦人科、皮膚科、眼科、 放射線診断･IVR 科、
放射線治療科、精神腫瘍科、緩和ケア科（リンパ浮腫外来･ペインクリニック）、リスク評価センター
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　2019年 9 月26日、東海テレビの番組 ｢スイッチ｣ に生出演しました。

女性のがんの中で一番罹患率の高い、乳がんについての特集でした。

　乳がんのリスクについて、早期発見のための症状・自己触診について、

また乳がんの治療法についても解説しました。 5 mm程度の小さな乳

がんでも自己触診で発見して来院される方もいることなどのエピソー

ドもお話し、自己検診の重要性を視聴者にお伝えしました。

　視ていただいた方が少しでも乳がんに対する意識を高め、検診の受

診につながっていれば良いなと願っています。

「名医が解説　これが"病のサイン"だ！」に出演

乳腺科部　小谷はるる


